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1．緒 言

苫小牧地域自然環境将来予測等継続調査として苫小牧市から委託されたもので、従来から行なわ

れてきた調査結果を総括し将来の環境調査・測定に便ならしめるためのマニュアルとして本報告を

とりまとめた。

地衣類、蘇苔類およびトビムシを主とする土壌動物は、いずれも生態系における重要な一員であ

るが、その微細性あるいは非顕在性からともすれば見のがされがちである。しかし近時、その環境

条件に対する指標的価値の再認識から、これらの生物についての研究も進行しつつある。

これらの生物指標をあつかう上の注意すべき問題点の1つは、いわゆる零時点の基礎的データの

十分なとりまとめ、他の1つは指標価の注意深い取扱いにある。本報告は苫小牧地域の基礎的資料

として役立つものと信ずるが、今後の測定に関しては十分な検討の上、利用されんことを希望して

止まない。

以下に、地衣類、蘇類、土壊動物（トビムシ類）についてとりまとめた結果をのべる。本調査を

進めるにあたり、苫小牧市環境部の方々には、種々の便宜を計っていただき、厚く謝意を表するも

のである。

2．調査目的

本調査は、苫小牧地域自然環境将来予測等継続調査として、苫小牧市から委託されたもので、市

の将来の環境づくりの方向づけ、残すべき自然の位置づけなど、自然環境保全の基礎資料を得るた

めに行うものである。

3．調査概要

i )調査地域

苫小牧市全壊ただし東部工業基地予定地の一部を除く。

ii)調査期間

昭和54年6月～昭和55年2月

iii)調査項目および担当

①地衣類調査 柏谷博之

国立科学博物館

②蘇類調査 神田啓史

国立極地研究所



③土壊動物調査 田村浩志

茨城大学・理学部

伊藤誠夫

北海道大学・低温研

④調査計画 辻井達一

北海道大学・植物園

⑤とりまとめ事務局（委託調査受託） ．

課北海道自繩謹協会
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§1．苫小牧地域の地衣類

要 約

昭和50年から54年にかけて苫小牧地域の地衣類の調査を実施し、次のような結果を得た。

1）得られた約800点の標本を同定した結果105種類(taxa)の地衣類の生育が確認された。

2）確認された種類の大部分は北海道の低地帯に普通に生育するものであるが、明らかに高山性の

種類と考えられるミヤマハナゴケやムクムクキゴケモドキが含まれる。また、 コフキケジケジゴ

ケは北海道新産である。

3）郊外のカシワ、 ミズナラの樹幹上には多くの地衣類が生育することが確められた。

4）市東部にある残存砂丘上にはハナゴケ類の大群落が発達する。群落の優占種はハナゴケ、 ワラ

ハナゴケモドキ、ショクダイゴケ等である。

5）カラクサゴケ、ニセウチキウメノキゴケ、キウメノキゴケ、ササクレカラタチゴケ、ダイダイ

ゴケの市内における分布図が作成された。ササクレカラタチゴケは市街地では全く生育せず都市

化に対する耐性が一番弱い。一方ダイダイゴケは市街地にもかなり生育し、都市化に対する一番

強い耐性を示す｡ウメノキゴケ3種中、キウメノキゴケは市街地での生育地が一番少い。

6）樹皮上地衣群落は市街地型と郊外型に二大別され、出現する地衣類の総数、ウメノキゴケの種

類数などに著しい差が承られる。

7）定点観測点のうちNo l、 10， 11， 12， 14、及び20における昭和54年現在翠られ

る地衣類が記録された。

8）苫小牧地域に生育する地衣類を検索するための検策表、生態写真、標本写真、乾燥標本集が作

成された。

SUMMARY

Investigationsof lichens inTomakomaiCitywerecarriedout frmnl975 tol979and

the followingresultswereobtained :

1) 800specimenswerecol lected.As theywere identified, itwas found that lO5 taxa

of liChensgrowin thearea.

2) Lichen floraofTomakunaiCitywasconsidered tobecharacterizedbythehigher

"rcentageofspecieswhicharecommon in lowlan(i ofHokkaidoandbyveryfewArct-

icalpineSpecies・盈祁aptyc艇α‘,""3"7zdeｱ"､ aresbeciesnewlyfoundinHoklmido.

3)LichencoImnunitiesareseen togrowinabundanceon tree trunksofQz4e7.c"sde7L""
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andQ"erc"Sll@ongo"cc, bothofwhichareconunoninthe suburbs.

4) In theduneswhicharestillexistent in theeasternpartofTomakomaiCity,

largecommunitiesof speciesof thegenusC'cdo7Dj@grow・Dominant s"ciesof the

communitiesareC""o""77zj.2",andC． γαngi/erz”．

5)Distribulionmapsof Pαγme〃as畔”γ･",Pαγ”e"α夕幽"2"""e冗#α,Pαγ恥e〃α

@"eγα",R@m""7tαγo"Z"", andC@Zop""α秘γα極"ccaredrawn･Of the five

species,C"0〆αcαα”α極zac@ ismostwidelydistributed.Moreover｡ it is the

strongestof themall tosurviveinanenviromnent subjected tourbanization・ In

contraSt,Rama〃前αγoesjc7.jhassmallestareaofdistributionanddoesnotgrowat

allin thecityarea.Of the threespeciesofPαγ疵e〃α,P. 39必αγ"s@andP.

sILj"""gn"arerelativelyconmnon in thecityareacmnpared toP･ @Zpeγα“、

6) Communitiesofepiphytic lichens is largelydivided intocity ty"andsuburban

type.The two typesdifferverywidely in total numberof lichensgrowing and the

numberof speciesbelonging tothegenusP"me〃α、

7) Lichens found inl978at observationspotsNo． 19No． 10,No． 11,No. 120No． 14,

andNo． 20are recorded.

8) Reference tables, photographsof specimens,anddriedspecimensarepreparedfor

refferingthelichensgrowinginTomakomaiCity.

ま えが き

環境汚染の継続調査の基礎資料とするため苫小牧の地衣類に関する調査を開始してからすでに5年

が経過した。この間、当地の地衣相や地衣類の生育状況などが詳しく調査され、今後の継続調査の資

料をあるていど蓄積することができた。そこで、これまでの調査結果を概括し、あわせてこの調査の

背景となっている最近の「大気汚染と地衣類に関する研究」をまとめて紹介したいと思う。また、で

きるだけ多くの方に地衣類を通してロ環境の変化に対する関心，をもってい武士けるように苫小牧の

地衣類の標本集も作成した。これらの資料が環境調査に少しでもお役に立てば幸である。

調査実施にあたり、多くの助言をいただいた北海道大学農学部の辻井達一博士と調査に便宜を計っ

ていただいた苫小牧市役所環境部ならびに北海道自然保謹協会の方友にお礼を申し上げる。

I研究 史

およそ100年航フィンランドの地衣学者WbNylanderカミフランスのパリで池衣類噸査を行って､市街地

に地衣類が少なL,ことを知り、その原因が周囲のピﾙデｨﾝ殉勤閉拙される煙であるという報告を行っ危また
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同じ輿イギリスの学者Grindonは､uManchestermoraoと題する研究で、 「この町の地衣類の量は、大

木の切り倒しや工場の排煙の影欝で、急速に減るだろう」と述べている。これらの報告書から、大

気汚染と地衣類には密接な関係があるであろうという推測は古くからなされていたことがわかる。

大気汚染と地衣類の関係に関する研究は， ヨーロッパ、特にスカンジナビア諸国を中心に進められ

てきた。特に20世紀のはじめに行われたSernander(1926)の研究は有名である。彼はストッ

クホルムの樹皮に着生する地衣植生を調べて、都市を1）地衣砂漠、 2）闘争地帯、 （又は移行地

帯）及び3）正常地帯の3つに分類した。彼の考えをもとに1936年から1953年にかけて、ヨー

ロッパ各地で、地衣類を用いた都市の地図化が盛んに行われるようになった。戦後同種の研究が北

米やカナダでも行われるようになり、同時に、大気中の二酸化硫黄（二亜硫酸ガス、釦2）が地衣

に重大な影響を与える汚染物質の一つであることがわかってきた(Skye l964,Gilbert l965,他）。

また鉄、ニッケル、弗素、酸化カルシュウムを多量に含む塵挨等も地衣に強い影響を与えることも

明らかになってきた(LeBlancl969,8kyel968,Laundonl970)。これらの研究は地衣類の分

布や生態調査が大気汚染の指標となり得る事をうらづけている。

一方日本の同種の研究は、最近までほとんど行われなかったが、大気汚染の指標となる生物とし

て地衣類が利用できることは予想されていた（垰田1972)o杉山(1973 )は静岡県清水市にお

いて、ウメノキゴケ(Parmelia tinctorum)の分布が大気中の亜硫酸ガス濃度と強い関連を示す

ことを指摘した。また同じ調査地域で、黒川（1973）は出現する地衣類の種数が、亜硫酸ガス濃

度と密接な関係があることを証明した。さらに黒川（1974）はウメノキゴケの都市における分布

と亜硫酸濃度の相関を量的に把握する試承も行っている｡ (後述）。

Ⅱ地衣類による大気汚染調査法

1）種の分布と大気汚染

ある地域に生育する各種の地衣類の分布を調べて比較すると、その地衣類におよぼす大気汚染

の影響を知ることができる。この方法は最も古くから行われている手法の一つであるが、種類の

選択さえ誤らなければ誰でも比較的容易に行える。しかし地衣類の中には大気汚染に非常に強い

種類や、生育量の少ないもの、野外での識別が困難なもの等は調査対象となる種類に選ばないこ

とが肝要である。地衣類は一般に固着地衣一葉状地衣一樹枝状地衣の順に大気汚染に対して敏感

であると考えられる。また地衣類は、着生基物の種類や生育場所のわずかの差によっても生育す

る種類や生育壁が異なることが多いので、調査場所（プロット）の選定にも十分な配慮が必要で

ある。そのためにはあらかじめ、調査を実施しようとする地域全体の地衣フローラを十分に調査

し、基礎データを得てから本調査を実施しなければならない。苫小牧附近で調査対象種として適

すると考えられるものには、樹枝状地衣のササクレカラタチゴケRamalinaroesleri｡カラタチ
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ゴケRamal inacal icarisvar. japonica, 葉状地衣のキウメノキゴケParmeliacaperata,

ラクサゴケParmel iaSguarrosa, トケヒメゲジケジゴケAnaptychia isidiza等がある。

2）種類数と大気汚染

似かよった生育環境において生育する地衣類の種類数も大気汚染の影響を反映していると考え

られる。黒川（1974）は調査対象を市街地に点在する墓石上に限定することによって、この方

法ですぐれた結果を得ている。この方法は出現するすべての種類の同定を行わねばならない点や

調査域を一つ一つまわる労力が必要なことなどの難点がある。苫小牧市内には墓が少なく、黒川

の方法をそのまま利用できないが、樹皮生の地衣類についてはその概略が調査されている。調査

域が比較的均一な植生を有する場合には有効な手法である。

3）被度と大気汚染

特定の種類の被度の差を大気汚染の指標として表わすことも試ぶられている。例えば、西ヨー

ロッパでは固着地衣のLecanoraConizaloidesは亜硫酸ガスに対する最も耐性のある種類の一つ

でSα濃度が80-130“〃㎡の場所では樹皮上の80～95%をこの種類一種で被われる。一

方SO2濃度が60"'/㎡以下の場所では、葉状及び樹枝状地衣が生えるが、大気汚染のために地

衣体が枯死して、全体としての被度が80％以下に下るという報告がある(Gilbert l969)。

また、着生地衣類に於て、大気汚染の少ない地域では樹枝状地衣と葉状地衣が群落の主要構成

種となるが、大気汚染の進んだ地域では、固着地衣類が大部分をしめるようになる事実も報告さ

れている。

4）地衣類植生と大気汚染

Sernanderの研究に端を発する地衣植生による都市の区分はその後多くの学者によって研究改

良され、いくつかの測定区分法が提唱されている(Rao&IEBlanc, 1967;Hawksworth&

Rose, 1970; etc)。測定区分は4段階、 5段階のものから10段階のものまで様,々であるカミー番多

く用いられる華は次の4段階法である。①葉状地衣類や樹枝状地衣類が全く生えない0…嶽蹄0

（このような鰯fでも固議癖競る種の－日本ではﾑｶデゴり戸属地衣PhWia-葉伏地麺注えていること

が多いので、地衣砂漠という言葉は適当ではない）。②葉状地衣は見られるが樹枝状地衣が見

られない内部移行地帯、③葉状地衣の他に樹枝状地衣がかろうじて見られる多部移行地帯（移行

地帯transitionai zoneは、 Steinerのいう闘争地帯strugglezoneにあたる）、および④無

影響地織この4段階の測定結果をもとに調査地の大気汚染地図を作製する。またHawksworlh

&Rore (1970)はイングランド及びウエールズ地方の冬期のSO2濃度の分布域を11段階に

分け、逆にそれぞれの区分に応じた地域に生育する地衣類の種類を調べている。この結果をただ

ちに日本の調査域に応用することはできないが、 SQ濃度と種類の変化及び生育状況の相関を知

る上で参考になると思うので概略を紹介しておく。
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#(zone) 種類（生育状況) sO2濃度“”㎡）

0． 着生植物なし ？

1． Pleurococcusviridis (緑藻類)(樹幹基部に限られる) >170

2. P. viriidis (樹幹上部にも広がる） 約150

Lecanoraconizaeoides(樹幹基部に出現）

3. L・ conizaeoides (樹幹上部に広がる） 約125

4. Hypogymniaphysodes,Parmeliasaxatilis (カラクサゴケの仲間） 約70

P. sulcata (樹幹基部に出現）

5．④の種類が樹幹2．5加以上に出現しさらにRamal inafarinacea, 約60

Everniaprunastri等が出現

6. Parmel iacaperata(キウメノキゴケ）が樹幹基部に出現。 約50

トリハダゴケ、ウメノキゴケ属が多くなる。

私キウメノキゴケParmel ia reuoluta,Usneasubfloridana (サルオガセ属） 約40

が樹幹上部に広がる。

8. Usneaceratina,Parmel iaperlataが出現する。 約35

9. Lobarianllmonaria,L・ ampl issima,Usnea floridaが出現する。 約30

10． (9)の種類の他、カブトゴケ属、センスゴケ属(Sticta )、サルオガセ属の Pure

種類が多い。

この手法は道とか県レベルといった比較的広い地域を対象とする調査では有効と考えられるが

全てのグループの地衣類が同定でき、 SO2濃度が広範囲で調べられているというような基礎的な

研究が前提となることはいうまでもない。

5）大気汚染の生態学的指数

分布や植生から大気汚染の程度をとらえようとする方法の他に、着生植物の調査結果をもとに

して、汚染の程度を指数として表わそうとする研究もある(DeSlpover&LeBlanc, 1964;Le

BIanc&DeSloover l968;Kurokawa l974)oDeSlooverの考案した大気清度指数(I．A･P．

: Indexofatmosphericpurity)は特に著名である。 I･A･P・は次のような式で求められる。

I･A･P･=zk(Q×f )×尚
Qは一定地域の各調査地点において特定の種類と共に出現する地衣類の種数の算術平均、 fは

調査地点におけるその種の被度を5段階で、高い方から5， 4， 3， 2， 1としてその数字をf

の値とし、 nは調査地点の種数である。この計測によると、ある地域における特定の種のQの値

は一定であるが、大気汚染の進んだ地域では、 fの値が広くなるため1．A･P.の値は低下する。

地帯(zone)
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6）移植実験

地衣類は現在のところ室内で培養する手法が確立されていない。したがって汚染物質に対する

耐性や生理的影響を直接測定することはできない。そこで着生地衣類を基物ごとくりぬいて、別

のあらかじめ用意した穴の中へ移しかえて、環境変化にともなう地衣類の変化を観察する方法が

確立された(Brodol964)oLeBlanc&Rao(1973)、 Pyatt (1970)等は、この手法を用い

て、空気の清浄な地蝿､らSO2の多い都市へ地衣類を移しかえて、地衣類の変化を観察したところ、

1．5～3ケ月後にこれらの地衣はほとんど死滅したことが報告されている。

日本ではウメノキゴケの者肺における分布とSO2濃度の関係を、量的に把握する試承が黒川

（ 1974）により行われている。黒川は墓石上に生育するウメノキゴケの表面積を測定し、墓地

ごとにその面積の総和を求め、これを墓石数で割った値をその墓地の大気清浄度(AP)と承な

すことを提案した。即ち

墓地のウメノキゴケ表面積の総和
AP==

墓地の墓石数

このようにして求められるAPは都市中心部では0となり、郊外に行くにしたがって除‘々に大

きくなる。APにより区分される地域はSO2の濃度分布曲線とよく一致することが報告されてい

る。

Ⅲ指標になる種類の決定

限られた種類の地衣類を用いて、大気汚染の程度を知ろうとする場合には、分布図を作製するに

しても、汚染地図を作製するにしても、指標に使う種類の選定には十分な注意をはらわなければな

らない。この場合の留意事項には次のような点があげられる。

1）指標に用いる種類は植物地理学上調査地域に広く分布していなければならない。地衣類の分類

学が日本より長い歴史を持つヨーロッパでは、博物館や大学の標本庫に保存されている標本をも

とに分布を類推できることが多いが、 日本の場合、各地方の地衣フローラはまだ十分に研究され

ていないので、前もって調査地域内に出現する地衣類の種類や生育状況を十分に調べた上で、指

標植物を選定しなければならない。例えば、日本の中部以南で大気汚染調査の指標種として良く

使われるウメノキゴケは苫小牧地方には分布しないので利用できないが、中部以南では極めて有

効な種類である。

2）指標に用いる種類は調査地域内に現存していなければならない。例えば、落葉樹によく生育す

る種類でも、調査地域内に落葉樹がなければ使えないし、たとえ着生地衣類が豊富な落葉樹が現

存しても、市街化計画などで将来切り倒されるようでは困る。

3）指標に用いる種類は大気汚染に敏感でなければいけない。地衣類は一般に大気汚染に敏感であ
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るといわれているが、中には非常に強い耐性を示すものがあるので注意が必要である。現在耐性

の強い地衣類と考えられる日本産の種類としては、ヤマトキゴケStereocaulon japonicum,コフ

キジリナリアDirinaria jamnica,ムカデゴケPhysciahispidula等がある。

4）指標に用いる種類は野外で簡単に認識できる種類が望ましい。この種の調査は地衣類の専門家

以外のアマチュアの協力を得て進める事が多いので、誰にでも簡単に識別できる種類を考慮する

必要がある。例えば、苫小牧付近に豊富に生育するキウメノキゴケParmel iacaperata (図27

－3）は裂片の発達した黄色い地衣体をもつので10mくらい離れた所からでもその存在をしる

ことができるので大変便利である。

苫小牧地域の地衣類

1）調査の概要及び目的

苫小牧地域に生育する地衣類の種類と生育状態を記録して、それが都市化が進むにつれてどの

ように変化をするか見きわめる目的でこの調査が初まったのは昭和50年9月のことである。そ

の後昭和52年11月及び53年9月～12月にも調査を重ねた結果、当地の地衣相をはじめ、

その生育状態を詳しく記録することができた。調査は各年度毎にそれぞれ目標をたてて実施し、

その結果は「苫小牧地域自然環境将来予測等継続調査報告書、 S51、 S53， S54に詳しく

報告した。この間、近年盛んに行われている「指標生物としての地衣類の利用」の可能性につい

ても考慮しながら調査を進めてきたが本研究の主目的が当地域の地衣相の解明であることに変わ

りはない。確実な同定から得られた地衣相の基礎資料は後年様,々な分野に利用できる可能性を持

つからである。本研究の目的と実施年度は次のとおりである。

①苫小牧市の地衣相の研究(850年～855年）

②指標となる地衣類の選定とそれらの分布図の作成(S52年～S53年）

③市街化にともなう地衣相の変化に関する考察(854年）

④定点観測点の設定とそこに生育する現存地衣類の記録(853年～854年）

⑤苫小牧市に生育する地衣類の同定用の手引書の作成(S55年）

2）調査結果の概要

①苫小牧市の地衣相の研究

調査で得られた約800点の標本を検討した結果、これまでに苫小牧市で確認された地衣類は

98種類である。これらの種類の大部分は北日本に普通に出現するものであるが植物地理学上、

或いは植物分類学上注目に値する次のような種類が含まれている。

コフキゲジケジゴケAnaptychiasubascendensAsah． （図1， 84;f)

この種類は東南アジア特産種で日本と台湾だけに分布する。分布の中心は西南日本で、 これ

Ⅳ
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画

、

図1 コフキケジケジゴケ (S49f)

宜
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』 写

＊

弘拶尋

図2 ヒメミゾハナゴケ（ウトナイ湖畔）
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までに報告された本種の北限は青森県であるが苫小牧東部のカシワの樹皮上にも生育する。

ヒメミゾハナゴケCladoniabrevis(Sandst )Sandst． （図2)

本種は北半球に広く分布するが、 日本では稀種の一つでありこれまでにわずか数ケ所から報

告されているにすぎない。市東部の残存砂丘上にハナゴケやワラハナゴケと共に立派な群落を

作っている。

ホンドハナゴケモドキCladoniapseudohondoensisAsah.

北海道の海岸地方では比較的普通にみられる種類であるが本州以南からはほとんど報告され

ていない。砂丘上のイソツツジ群落の下ぱえとして大きいコロニーを作っている。

ミヤマハナゴケCladoniastellaris(Opiz)Pouzar&V@zda(図3， S18)

本種は明らかに高山性の地衣類で、普通は北海道では1,000刑、本州では2,500沢以上の高

山に見られるが、苫小牧では海岸に近い砂丘上に出現するので注目される。

PhysconiakurokawaeKashiw (図4)

日本特産種で北海道を中心にこれまでに稀かに6ケ所から報告されているにすぎない。柏原

のミズナラ樹皮上に生育するのを確認したが、今後この附近からさらに見つかる可能性が高い。

この他新種と思われるハナピラゴケ属及びキゴケ属の種類が見つかっている。

②生育環境からみた地衣類

地衣類の生育環境から見た苫小牧地域の地勢は比較的単純なように思われる。即ち地衣の生

育環境は(ｲ） 郊外及び樽前山斜面下部のカシワ、 ミズナラ林、 (ﾛ） 市街地､㈱樽前山斜面の

植林地､ (二） 勇払川流域に広がる残存砂丘、㈱樽前山上部の高山草原等に大別される。しか

し、平野部及び樽前山斜面には天然材は少なく、雑木林（図5）や植林地が多く、このような

場所では地衣相は極めて食弱となっている。

郊外のカシワ、 ミズナラ林（図6）は最も地衣類が豊富に生育し、 300cfの方形区中に出現

する種類数は平均10種をこえる。ダイダイゴケ、チヤシブゴケといった固着地衣類の出現率

は高いが、群落の主要構成要素は、ウメノキゴケ属、カラタチゴケ属、ケジケジゴケ属等の大

型地衣類である。郊外のヤチダモ、シラカバにも立派な地衣群落が発達することが多いが、ヤ

チダモではムカデゴケ属地衣が、シラカバではウメノキゴケ地衣が多くなり、着生樹種により生

育種に著しいちがいがある（別紙1， 2)｡

市街地（図7）には地衣類の生育に適した直径10Cm以上の樹木がきわめて少ない。しかし、

社叢林や、学校、公園などには多少まとまりのある小樹林があり、このような地域にはムカデ

ゴケ属地衣を中心とした地衣類が生育するが、 300wI中に出現する種類数は平均7種以下で種

類、量とも郊外の地衣群落と著しい差が翠られる。
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山地斜面の植林地（図8）では、地衣相もきわめて単純となり、カラクサゴケ及びその近縁

種が多い。一方山地の天然林が残されているような場所ではカブトゴケ属、イワノリ属、サル

オガセ属地衣などが生育するようになる。

残存砂丘林の地衣群落（図9）はその規模が大きい点、種数が豊富な点で注目に値する。ハ

ナゴケやワラハナゴケが丸いコロニーを形成し、その間にはやはりハナゴケ属のミヤマハナゴ

ケ、 ヒメミゾハナゴケ、 コアカミゴケ、ショクダイゴケが混生する。

樽前山上部の森林限界付近にも立派なハナゴケ群落が発達する（図10)o種類組成は低地

のハナゴケ群落と大差はないけれども、ハイイロキゴケ、センニンゴケなどが混生する。

以上のべた代表的な地衣群落の現存地点に定点をもうけて、そこに生育する地衣類の詳細が

記録されている（昭和54年度報告書参照）。各女の定点に生育する地衣類はその場所の環境

を反映して、種類、量とも様,々であるが、今後、継続調査を実施することによって、環境の変

化を追跡する手段とすることができる。

③指標地衣類の選定と分布図の作成

前章で詳述した点に留意して、カラクサゴケ（図28－1）、ニセウチキウメノキゴケ（図

28－2）、キウメノキゴケ（図28－3）、ササクレカラタチゴケ（図23－3）、ダイダ

イゴケ（図21－1）の分布図が形成された。いずれの地衣類もきわめてよく似た分布型を示

した。中でもダイダイゴケは市街中心部に近い場所にも生育する。一方ササクレカラタチゴケ

やキウメノキゴケは市街地に近づくにつれて生育場所が激減する（図11）。したがってダイ

ダイゴケは市街化（都市化）に対して耐性が強く、逆にササクレカラタチゴケやキウメノキゴ

ケは市街化に対する耐性が弱いと考えられる。またこれら地衣類の分布限界線は市街型の地衣

群落と郊外型の地衣群落の接点及び年平均SOs濃度約0.2"(100cm/day)の分布線を結ん

だ線にほぼ一致する。この分布限界線は今後年'々北上すると思われるが、地衣類からゑた都市

化の指標として利用できるであろう。

④定点観測点における地衣類

定点観測点（別紙1 ）のうち9ケ所で現在地衣類がチェックされている(854年度報告書）

これらの観測点では同時に物理、化学的データも集められているので、今後環境の変化ととも

に種組成がどう変わるか、興味ある研究課題である。

⑤地衣類のチェックリスト

1980年1月現在苫小牧市に生育が確認されている地衣類のチェックリストは（別紙3）の

とおりである。
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図3丸い子器を形成するミヤマハナゴケ（柏原）

図4 フィスコニア属の診種フィスコニア･クロカワエ（柏原）
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図5 自然林が伐採された後にできた雑木林。地衣類は少ない。
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図6冬のカシワ、 ミズナラ林。日光が林床までよく入り、地蕊が多い。
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図7かなりの地衣類が認められる学校の校庭

図8 エゾマツの植林地。このような造林地では地衣類の種類、量とも少ない。
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図9砂丘上のハナゴケ群落。ススキの生えない所は一面にハナゴケ類で被われる。

一画竺
肝

＝＝

図10樽前山の海抜900～1,000711に発達する地衣群落｡
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苫小牧に生育する主な地衣類の同定法

,）地衣類とはどんな生物か

地衣類は昔から最も同定（標本を検討して名前をつけること）の難しい植物群の’つとされて

いる。それにはいろいろな理由が考えられるが適当な参考書がなかったことや専門家の数が少な

く手近に指導をしてくれる人がほとんどないこと等が考えられる。近年立派な地衣類図鑑が出版

され､地衣類の世界も身近に感じられるようになったけれども、身のまわりに生育する地衣類の

同定作業が難しい点にはかわりがない。現在日本に生育が確認されている種類は約''000種であ

り、図鑑を見ても、この中から問題の種類を探し出すのは大変に骨のおれる仕事である。

そこで、苫小牧に生育する地衣類の中から最も目にふれやすい種類だけを選び出して、解説し、

誰でも簡単に地衣類の名前を調べられるような方策を試ぷた。選出した種類は、苫小牧市の調査

過程で得た資料をもとにしているが、ここに取り上げた種類は、北海道の低地によく見られるも

のであり、他の地域（特に低山地）の地衣を調べる場合も大いに役立つであろう。

2）地衣類の同定に用いる専門用語

主題に入る前に、地衣類の生物学的特性と同定に用いられる用語のうち重要なものについて解

説しておく。地衣類は菌類と藻類の共生体であり、地衣類の身体（地衣体）は菌類の細胞と藻類

（地衣体にみられる藻細胞をゴニジアと呼ぶ）の細胞でできている。藻類は単細胞の緑藻類かラ

ン藻類のネンジュモの仲間が多い。ゴニジアが緑藻の場合は、地衣体は灰緑色～緑色（図24－

，～3）となり、ラン藻の場合は地衣体は黒褐色（図26－1～4）となる。地衣体の外形は様

様であるが葉状地衣類、樹枝状地衣類、固着地衣類に大別される。葉状地衣類はウメノキゴケ類

で代表されるもので、地衣体は紙状で背腹性がある。樹枝状地衣類は樹木が枝を広げたような形

になったものやサルオガセの仲間のように基物からたれ下るものをいう。固着地衣類は体制の分

化が少なく、地衣体は不明瞭で子器だけが目立つ。

地衣類の繁殖は子器（地衣体の表面にできる裸子器と内部にできる被子器がある）の中にでき

る胞子による有性的な方法と、地衣類に塒有…裂芽、ロピュール等による無性的な方法とがある。

粉芽や裂芽は地衣体から分離しやすく風などに運ばれた後新個体を形成する能力がある。これらの

無性生殖器官の有無や、でき方、形などは種類を決定する重要な形質（特徴となる形）であるの．

で注意して観察しなければならない。粉芽は地衣体上に生じる粉末状のかたまりである（図12)｡

裂芽は根棒状の小突起で半球状のものからサンゴ状まで様なにある（図13)｡

ロビュールは背腹性のある小裂片（図，4）で粉芽や裂芽と同様に地衣体から離れやすい。

地衣体の裏側には偽根と呼ばれる小さい根がある。根の分枝のし方には単一なもの、二股分枝

をするもの等様禽であり、この形質は特にウメノキゴケ属の同定で重要である。また偽根に似て

いるが地衣体の側面から出るものを特にシリアと呼ぶ（図’5 ）

V

－17－



斜

篭齢

懲，-諜

薄

洞恥
W

p

図12マツケゴケにみられる枕状の粉芽（ソレジアとも呼ばれる）

図13メキシコキクバゴケに見られる梶棒状の裂芽（針芽とも呼ばれる）
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図14チヂレl､コブシゴケに見られるロビュール

偽根

図15偽根とシリア。シリアを生じる種類や偽根の形は種毎に決っている。
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地衣体の表面には偽盃点と呼ばれる白斑が生じる種類がある。偽盃点はガス交換に役立ってい

ると考えられており、その有無や生じる位置は大事な形質である。

地衣体の内部構造は、代表的な葉状地衣類では皮層、ゴニジア層、髄層などからなり、サルオ

ガセ属でこれらが軸を中心に同心円状に配列している。髄層には多くの種類では白色であるが、

黄色や赤色の色素が沈澱する種類もある。

3）地衣成分の判定

地衣類の同定には形態的な特徴の他に、髄層で形成される地衣成分（化学成分）も平行して調

べることが望しい・地衣成分は地衣類独特の二次代謝産物であり、成分のちがいは外部形態の差

となって表われることが多い。

地衣成分の検定には呈色反応による方法、 ミクロ法と呼ばれる再結晶させた成分を顕微鏡で観

察する方法、薄層クロマトグラフィーによる方法などがある。詳しい手法については専門書（吉

村1974）を参考にしてもらうことにして、ここでは実用的な呈色反応法とミクロ法について簡

単に述べる。呈色反応に用いるおもな試薬は次のとおりである。

o パラフェニレンジアミン液（略号P)一アルコールを含ませた筆の先でパラフェニレンジア

ミンの結晶をまぜ、地衣体の髄層にぬる。

。複方カリ液(KK)-5%苛性カリ液と20%炭酸カリ液を1 : 1の割合に混合。

o サラシ粉(c)一サラシ粉を少量の水と混ぜてガラス棒などで地衣体につける。

これらの試薬を地衣体につけると（とくにことわりがない限り呈色反応は髄層で行う）、含ま

れる地衣成分のちがいにより呈色反応があらわれる。KKの反応は反応なし（一で表わす）か、

黄色、赤色となる。Pの反応は－、黄色、澄色となり、cは一か紅色のどちらかである。

ミクロ法は習熟するのにやや時間を要するが成分の同定が確実で極めて正度の高い成分検定法

である。まず地衣体の断片(1cwiくらい）をプレパラートの上におきアセトンをかける（図16

－1）。

アセトンが乾くと地衣成分が白い膜状に残るのでこれをメスでかき集める（図16－2）。こ

れに次にのべる試薬をかけ（図16－3）、 ミクロアルコールランプで熱する（図16－4）。

1～2分放置すると結晶が生じるので、これを顕微鏡で観察し、その結晶の形態から成分の種顔

を判定する訳である。結晶観察用の試薬にはいろいろあるが、主なものは次の3つである。

GE液：グリセリンと氷酢酸を1 : 3に混和したもの。

OT液：グリセリン、エチルアルコール、 0－トルイジンを2 : 2 : 1に混和したもの（この

場合は熱を加えない）。

An液：グリセリン、エチルアルコール、アニリンを2 : 2 : 1に混和したもの。

生じた結晶の判定は吉村（ 1974）を参照されたい。
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図16－2図16－1
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図16－4図16－3

図16地衣成分の抽出と結晶の作り方（説明は本文参照）。
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4）苫小牧地域に承られる地衣類の検索

地衣類の同定は通常各'々の属や科毎に行うが、属や科の判定作業は慣れないとなかなか難しい。

そこで、ここでは調べたい地衣類がどこに生育していたかという所から検索作業を始めることに

する。生育場所が郊外のカシワ、 ミズナラ、ハンノキの林、明るい山林、或いは道路横の比較的

大きな樹皮上に生育する地衣の場合は①の検索表を用いる。地衣類が生えていた木の名前等も記

録しておくと、便利である｡同様に市街地の場合（図18）の場合は②から、砂丘上又は地上の

場合（図19）は③の検索表を用いて名前の知りたい地衣類をさがす。検策表で名前を調べたら、

生育地毎にまとめてある写真や説明をみて、検索が正しいか否かを確かめる。逆に①の項の終り

に出ている写真と自分の知りたい地衣類を見くらべてよく似た名前を探し出し、検索表を逆にた

どってその種類の持つ特徴を調べてみるのもよい。いずれにしても5～10倍くらいのルーペが

あると細部がよく観察できるので便利である。また主な種類の実物標本が、市役所環境部、北大

植物園に保存してあるので参照するとよい。

①郊外のカシワ、 ミズナラ、ヤチダモ、シラカバなどの樹枝着生の地衣類の検索

o 固着地衣

1． 子器は黒色………2

2． 子器は四状又は半球状……スミイポゴケ(Buellia),ヘリトリゴケ(Lecidea)の

なかま

2． 子器は細長くのびて分枝し文字状となる……モジゴケ(Graphis)のなかま

1． 子器は黒色でない……3

3．子器は燈赤色叉は黄緑色……4

4．燈赤色……ダイダイゴケCaloplacaaurantiaca･

4．黄色色……モエギイポゴケLecanorayasudae･

3． 子器は灰緑色叉は白色……5

5．灰緑色……6

6．盤は黒色……クロイポゴケLeCanoraatra.

6．盤は褐色……チヤシブゴケLecanorasubfuSca･

5． 白色（粉末状が多い）……トリハダゴケ(Pertusaria)のなかま

。地衣体は樹枝状

1． 地衣体に穴があり、内部は空洞……2

2． 地衣体は1～2”、粉芽あり……ササクレカラタチゴケRamal ina roeSleri.

2．地衣体は3”以上、粉芽なし……ツヅレカラタチゴケモドキRamalinasubgeniculata.

1． 地衣体に穴はなく、内空はくもの巣状の菌糸がつまる……カラタチゴケRamalina

calicarisvar jamnica.
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o地衣体は葉状

1． 地衣体は黒色～褐色……2

2．地衣体は黒色……3

3． 地衣体表面は平滑……ヤーマトカワホリゴケCol lema japonicun･

3． 地衣体表面にしわがある……カワホリゴケCollemacomplanatum.

2．地衣体は褐色……4

1． 地衣体は灰色……アオキノリLeptogimnazuretm･

4． 裂片は巾1～2”……5

5．裂芽あり……トケヒメケジケジゴケAnaptyChia isidiza･

5．裂芽なし……ヒメケジケジゴケAnaptychiapalmulata.

4． 裂片は巾3～5”……6

6. P+燈赤色、 C一……オリーブゴケPanneliaolivacea･

6. P一、 C+紅色……オリーブゴケモドキParmel iahUei ･

1． 地衣体は黄色、灰緑色……7

7： 地衣体は黄色……キウメノキゴケPannel iacaperata･

7％ 地衣体は灰緑色……8

8．地衣体表面に穴がある……センシゴケMenegazzia terebrata.

8．地衣体表面に穴はない……9

9． 地衣体の裏面は淡色……10

10． 粉芽あり……11

11． 地衣体は短く（約1～2”）、基物よりたちあがる……コフキケジケジ

ゴヶAnaptychiasubascendens.

’1． 地衣体は伸長し（5“以上）、基物にはう……チヂレウラジロケジケジ

ゴヶAnaptychiamicrophylla.

10． 粉芽なし……PhysCia denigrata.

9． 地衣体の裏面は黒色……12

12．裏面にスポンジ状の構造がある……13

13. C+紅色……サボテンアンチゴケAnziajaponiCa･

13. C－……アソチゴケAnziaopuntiella･

12． 裏面にスポンジ状の構造がない．…･･14

14.粉芽又は裂芽あり……15

15．粉芽あり……16
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16． 裂片巾広く(1cwz)、髄層は白色……マツケゴケParmelia

clavulifera.

16． 裂片巾せまく（2”以下）……17

17h 髄層は白色……Phiysconiakurokawae.

176 髄層は赤澄色……PhySCiarlmropulChra.

15.粉芽なし、裂芽あり……カラクサゴケParmeliasquarrosa･

． 粉芽も裂芽もない……18

18．髄層は黄色……19

19．粉芽あり……コナウチキウメノキゴケParmeliaaurulenta.

19． 粉芽なし……ニセウチキウメノキゴケParmeliasubaurulenta.

18． 髄層は白色……20

20． 偽盃点（白斑）あり……21

21． 偽需点は表面にある……ナメラカラクサゴケParmel ia fertilis･

21． 偽盃点は葉緑にある……ヒモウメノキゴケParmelia laevior.

15

14

釦． 偽盃点なし……Physciahirtuosa･
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図17－1小高い丘に残された小樹木

図17－2人手の加わり方が少ない大学の演習林
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図17－3湿地に生えるハンノキの林

図17－4 カシワやシラカバの林
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図17－5人手の加わり方が少ない大学演習林

図17－6 カシワやシラカバの木

図17郊外の地衣類（樹皮上には様盈な形や色をもった地衣類が多い）
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図18－1

図18－2
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図18－3

図18－4

市街地における地衣類の生育場所

神社の境内(1)、街路樹(2)、学校の校庭(3)、公園(4)などには市街地型の地衣群落が発達する。

写真のような場所でみつかった地衣類は「市街地の地衣類」の項の検索表をみる。

図18
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図19－1

図19－2

図19低地のハナゴケ群落(1)と高山の森林限界附近に承られるハナゴケ群落(2)
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図20－1

図20－2

図20郊外の地衣類。定点観測点の1つで相原にあるカシワの防風林。樹皮上にはウメノキゴケ属、

カラタチゴケ属、ケジケジゴケ属地衣類が多い。 2は調査中の筆者ら。（柏原）
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ムカデゴケの一種

(physciahirtuosa)
キウメノキゴケ

マッゲゴケ

ツヅレカラタチゴケモドキ

(白つ感､方）カラクサゴケ

(茶色っぱい方)オリーブ
ゴケ

a カラクサゴケ

bダイダィゴヶ

cチヂレウラジロゲジケジゴケ

d トゲヒメケジゲジゴケ

eササクレカラタチゴケ

a ａ
０
Ｄ

ｂ
Ｃ
．
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図21－1 ダイダイゴケ：地衣体は顎粒状｡ (P－、K+紫色）､(S-16)

§
”曾
到

図21－2 クロイポゴケ：灰緑色の薄い地衣体は黒色の盤を持つ。

(P－、K－、KC+)､(8-23)
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図21－3チャシブゴケ：果則泣状の地衣体と茶褐色の盤を持つ。

(P－、K－）､(S-24)

8

堅

図21－4サビイボゴケ：株元の蘇類上に生えるo子器はサビ色｡

(P一、K+紫色）
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図22－1 モジゴケ： トドマツの樹皮上に生

えるモジゴケの1種。 (s-22)
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図22－2 モジゴケ：子器がスミで文字を書いたように見えるところからこの

名前がついたo (S-22)
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図22－3 トリハダゴケ：文字どおり烏はだがたったような子器をつける。

(K－、P+澄色)､(S-37)

I
■

”

図錫－1 カラタチゴケ：裂片の巾2～4”、長さ4～6”となり縁に白点がある｡

自然では半球状のコロニーを作るJ図釦－3）､(S-41)
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図23－2 ツヅレカラタチゴケモドキ：地衣体内部は中室で表面に小孔がある。

太いものから細いものまで様をある｡ (P一、K一)､(S-42)

溺

I

図23－3ササクレカラタチゴケ：地衣体は細く先端は細裂して粉芽となる｡

地衣体は1～2”と小型｡ (P一、K一)､(S-43)

－37－



図23－4 コフキヤマヒコノリ ：樹枝状に分枝し長さ10“位になる。

表面に深いシワと裂芽がある。 (P一、K一入(S-21)

図24－1 ヤマトカワホリゴケ：薄い黒い膜状の地衣体をもつ。

表面平滑o (S-20)
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図24-2 Col lGnaflaccidum : -V-マトカワホリゴケに似るが表面にシワがあるo

「カヮホリ」はコウモリの意味。

図24－3チヂレアオキノリ ：地衣体は灰白色、地衣体に皮層が発達する。
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図24－4ヤマトカワホリゴケの生育状況o三種とも黒ぽい地衣体をもち、ぬれる

とゼラチン状になる。日陰に多い。

図24－5 ヤチダモの上に発達するヤマトカワホリゴケ（写真黒っぽい部分）。
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図25－1 カラフトカブトゴケ：表面に網目状の突起がある。山地に多い。

(P－，K一、KC-)､(S-26)

図25－2 ムカデゴケの1種Physcia imbricata、地衣体は巾2～2.5m"、長さ3～

5WZo縁にロビュールあり。裏面淡色。
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図宏一3 ムカデゴケの1種、 PhySciahirtuosa. 2に似るが裏面は黒色で、黒

い偽根を生じるo (S-38)

図2←1 コフキケジケジゴケ：地衣体は長さ1～3”、先端裏側に粉芽あり、立

ちあがる。 (S-4)

－42－



ウラジロケジケジゴケ：地衣体は基物に平臥し、長さ5～10cm。

表面は裂芽も粉芽もなく平滑。裏面は白色で、白色の偽根を散生する。

(K+黄、P一）、 (s-1)

図26－2

図26－3 トゲヒメケジゲジゴケ：地衣体は緑褐色。巾0．5～1”で裂芽をつけ

る。裏面淡褐色｡ (P一、K一）、 (S-2)
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図26－4チヂレウラジロケジケジゴケ：ウラジロケジケジゴケに酷似するが葉縁

が細裂して裂芽が生じる点で区別できる｡ (S-3)

図26－5 ムカデゴケ属地衣が密生したミズナラ

の幹｡ (柏原）

－44－



図27－1 センシゴケ：地衣体は中空で表面に穴がある｡ (P－、K一)､(S-27)

図27－2ナメラカラクサゴケ：表面は平滑であるが白色の模様（偽盃点）がある。

(P+黄、K+赤色）、 (S-31)｡
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図27ー3 ヒモウメノキゴケ：ナメラカラクサゴケに似ているが、偽盃点は葉縁に

あるo (S-32)

図27－4 オリーブゴケ：地衣体は褐色。シラカバやダケカンバの幹に多い。

(S-33)
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図28－1 カラクサゴケ：ナメラカラクサゴケに似るが裂芽がある。

(P+無色、K+赤）、 (S-34)

図28－2 ニセウチキウメノキゴケ：地衣体は平滑で裂芽も粉芽もない。

髄層は淡黄色。 (P一、K一）
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図28－3 キウメノキゴケ：地衣体は大型で巾1”位。表面に粉芽があり、裏面は

黒色｡ (P+澄色、K一）、 (S-29)

図28－4マツケゴケ：地衣体は大型で巾0．7～1CWlo葉縁に枕状の粉芽と黒色の

シリアがある。 (P+黄色、K+赤色）、 (S-30)
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図28－5 アンチゴケ：地衣体の裂片はサボテン状につらなる。裏面は黒色のクッシ

ョン状の髄層がある｡ (P一、K一）、 (S-5)

瀦

図29－1 アワビゴケ：地衣体は淡黄色で大型、巾1～13cWz、長さl0Cm位になるo

葉縁に黒色、突起があり、裏面は褐色。 (P+燈赤色、K一）

－49－



JJ

。

グ

鵯口

名 海

図29－2 卜ケトコブシゴケ：地衣体は大型で時に30cwi位のコロニーを作る。

表面にサンゴ状の裂芽あり｡ (P一、K－、KC+紅色）、 (S-7)

図29－3エピラゴケ：山地に多い。表面平滑で光沢あり。裏面は淡褐色で縁は裸

出する｡ (P－、K－、C+紅色）
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図29－4 ニセキンブチゴケ：黄色の髄層と偽盃点をもつ。山地に多い･

②市街地の地:衣類の検索

o 固着地衣･･････①の固着地衣を見よ。

o樹枝状地衣

1．地衣体は長さ1～2CWZ、粉芽あり…･･･ササクレカラタチゴケRamal inaroesleri.

1． 地衣体は長さ3～5cm、粉芽なし……ツヅレカラタチゴケモドキRamalinasubgeni-

culata.

○葉状地衣

1．地衣体は褐色、緑褐色…･…2

2． 裂芽あり･…トケヒメケジケジゴケAnaptychiaisidiza.

2．裂芽なし……･3

3. P+燈赤色、C－．….オリーブゴケParmeliaolivacea.

3. P－， C+紅色･･･…オリーブゴケモドキParmelia huei .

1地衣体は黄色、灰緑色、灰白色…･ ･･4

4．地衣体は黄色……キウメノキゴケParmel iaca解Fata、

4．地衣体は灰緑色又は灰白色･…･･5

5． 地衣体は巾広く1～1.5CWZ……6

6．裂芽あり、シリアなし･･･…卜ケトコブシゴケCetrelia braunsiana.
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6． 粉芽あり、シリアあり……-マツケゴケParmeliaclavulifera.

5．地衣体は巾せまく0．2～0．6”……7

76 地衣体裏面は淡白色～淡褐色……8

8． 粉芽なし

9． 地衣体はK+黄色……Physcia stellaris(ムカデゴケ属）

9． 地衣体はK一……Physciadenigrata(ムカデゴケ属）

8．粉芽あり……Physciamelanchra(ムカデゴケ属）

7% 地衣体裏面は黒色……10

10． 粉芽又は裂芽あり……11

11． 粉芽あり……12

12．髄層は白色、K－……Physciahispidula(ムカデゴケ属）

12． 髄層は赤澄色、 K+紫色……Physcia rubropulchra(ムカデゴケ属）

11. 裂芽あり……カラクサゴケParmelia squarrosa.

10． 粉芽も裂芽もない……13

13． 地衣体に白点（偽盃点）がある……14

14． 白点は表面にある……ナメラカラクサゴケParmelia fertilis.

14． 白点は葉縁にある……トケナシカラクサゴケParmelia laevior.

13.地衣体に白点はない……15

15．髄層は白色…･･･シラケムカデゴケPhysciahirtuosa.

15． 髄層は黄色……ニセウチキウメノキゴケParmelia subaurulenta.
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図30－1校庭の地衣類の生活環境

図30－2 ハンノキの幹の上に発達した

地衣群落。ムカデゴケ属が多

く･キウメノキゴケ、ナメラカ

ラクサゴケ、チャシブゴケな

ども生える。 （糸井）
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1 － 校庭に植えられた木の上に

承られる地衣群落。

ムカデゴケ属地衣が優占し

ている｡ (北光小学校）

図30-3
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図31-1 Physciadenigrata :裂片は巾3ww以下。裏面は淡褐色で同色の偽根を散

生する(K－、 P-)｡

'

図31-2 Physciastellaris :裂片は巾1～3mmo P.denigrataに似るが地衣体

は(K十黄色、 P+黄色)(S-40)｡
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図31-3 Physcia rubropulcnra :裂片は巾0.5～1WWo粉芽あり。髄層は赤榿

色｡ (色素はK+紫色、P一）

p

典曝 、

6
3

図32ハナゴケ属のいろいろな形の子柄。

！ ：基本葉体（子柄は基本葉体から発達する）、 P :子柄、

C : リン片、 s :子器、m6穿孔
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③砂丘上のハナゴケ類の検索

ハナゴケは最も目につきやすく美しい地衣の仲間であるが一番同定の難しいグループでもあ

る。同一種類でも形態の変異が多きいが子柄の形態から図31のように分類できる。子柄の形か

ら検索をはじめること。

1． 子柄は基部から序,々に広がってメガホン型になる。

1． 子柄は黄緑色、赤い子器をつける……アカミゴケCladoniapleurota.

1． 子柄は灰緑色、褐色の子器をつける……2

2．粉芽あり、 K+黄色……ヒメジヨウゴゴケCladoniaconistea.

2． 粉芽なし、 K一……グレイジョウゴゴケCladoniagrayi.

2． 子柄は上部で急に広がってラッパ型となる。

1． 皮層はリン片状……ヒメレンケゴケCladoniapi tyrea.

1． 皮層は粉芽あり……2

2． 粉芽はパッチ状に生じる……コフキツノハナゴケCladoniacornuta.

2． 粉芽は子柄一面にできる……ツエハナゴケCladonianemoxyna.

3． 子柄は盃の中央から発芽し、やぐら状となる生育条件によって2段くらいで成長が止まる

ものもある。

1． 地衣体K+黄色……ヤグラゴケCladoniakran"lhuberi.

1． 地衣体K一……ヒメヤグラゴケCladoniacalycantha.

4． 子柄は太短いか、又はほとんど発達せず、基本葉体だけのコロニーが多い。

l. P+濃黄色K一……ヒメミゾハナゴケCladoniabrevis.

1. P+淡黄色、 K+赤色……~マキバハナゴケCladoniapolycarpOides･

5． ‐マッチ棒状の子柄を生じ、上端に赤子器をつける。

1． 子器の下部に皮層がない……コナアカミゴケCladoniabacil laris.

1． 子器の下部に皮層がある、苫小牧の場合はほとんどこの型である……コアカミゴケ

Cladonia floerkeana.

6． 子柄はよく伸長し、所‘々にリン片をつける。分枝の叉には必ず、穴がある。

l. P+黄色又はレンガ色……2

2. P+黄色、全体に白っぽい……ホンドハナゴケモドキCladoniapseudohoIMoensis.

2. P+レンガ色、全体に灰緑色……3

3． 皮層は平滑……~マタゴケCladonia furcata.

3． 皮層は小リン片状にささくれる……ササクレマタゴケCladonia scabriuscula.

Z
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子柄は発達するが基本葉体やリン片は生じない。大きいコロニーを作ることが多い。

1．子柄は丸いコロニーとなる、 P+黄色．.…ミヤーマハナゴケCladonia stel laris.

1． 子柄は丸いコロニーとならない……2

2． P+…･･･3

3．子柄は灰白色……ハナゴケCladonia rangi ferina･

3． 子柄は黄灰色……ワラハナゴケCladonia arbuscula.

2． P－、子柄は黄灰色．．････ワラハナゴケモドキCladoniami tis.

7

、

図33－1 ハナゴケの生育
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図33－2

砂丘上に発達するハナゴケ群落。上に樹木がなく開けた所では丸いコロニー

となり(1)、イソツツジなどの枝がかぶさると丸いコロニーとはならない(2)o

（ウトナイ湖畔と相原で）

図33

〆

図34－1 樽前山1,000mにあるハナゴケ群落｡
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図34－2 ショクダイゴケ（褐色）とワラハナゴケモドキ（黄色）

座

口

甚

、

図35－1 ヒメジヨウゴゴケ：高さ1cWZくらいのじようご型の子柄をつくる。

(P+澄色、K+黄色）、 (S-9)
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図35－2 アカミゴケ；ヒメジヨウゴゴケに似るが、全体に黄色、赤い子器をつける。

(P－、K+黄色）、 (S-15)
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図35－3 グレイジョウゴゴケ：茶色い子器とグレイアニン酸という成分を含むo

(P一、K+紅紫色）
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図35－4 コアカミゴケ：赤い子器をつけるハナゴケの代表。 (s-11)

、

図36－1 ヒメレンケゴケ：子柄の形は変異が多い。小型（1～1.5”）の基本葉体

と頚粒状の皮層を持つ｡ (P一、K－）、 (S-14)
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図36－2 ヤグラゴケ：盃の中央からくり返し発芽して櫓状となるc

(P+赤榿色、K+黄色）､(s-12)

■．
L

汀

マ

ー画 ■

戸

図36－3 ショクダイゴケ：皮層は平滑で分枝の叉は穴がある｡ (P－、K－）
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図36－4 ハナゴケ：全体に灰白色、分枝の先は一方に斜く。

(P+燈赤色、K+黄色）、 (S-17)

、

図37－1 ムクムクキゴケ：鮮類に混って地上に生える。高さ2～4C77Zo小さい小

穎粒状の鰊糸をつける。 (P一、K+黄色）
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図37－2ハイイロキゴケ：岩上に生える。鰊子は短柄があり、盾状｡

(P－、K+黄色）

-- -.■

図37－3 モミジツメゴケ：子柄は「ツメ」の形になる。
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図37－4 コフキツノゴケ？表面に白粉が生じ、葉縁は細裂するo (S-36)

苫小牧産地衣類標本集

（代表的な地衣類45種類が1セットなっている｡ )

1. 47BGP&yo"α〃PoZe"cc(M611 .Arg)Mass.

2. 4j""zckurok.

3. ". 77zacγ叩〃〃a(KurOk. )Kurok.

4. 4. j,秘ﾑzJ,ceflde7z,s,Asah.

5. 47zzjaノ《ZPon,zcc(Tuck.)Miill . Ar9.

6. C<zjop"ccc"γα"tzacu(Lichtf)Th.Fr.

7. C"7･e〃α〃αzz,7zs,jα祁α(Mi11.Arg.)Culb.&Gulb

8. Cjα《f･”ααγ‘"S'cu,"(Wallr.)Rabenh.

9. C. co"j,fe@(Del.)Asah.

10. C. c72，〆"(Ach.)Flot.

11 c. /zoeγﾙ“礼a(Fr.)Somm"

12. C. ＃γ8772PeZ"6cγZVain.

ウラジロゲジゲジゴケ

トゲヒゲケジゲジゴケ

チヂレウラジロケジゲジゴケ

コフキケジゲジゴケ

サポテンアンチゴケ

ダィダィゴヶ

トケトコブシコケ

ヮラ"､ナゴケ

ヒメジョウゴケ

ショクダイゴケ

コアカミゴヶ

ヤグラゴヶ

ワラハナゴケモドキ

ヒメレンゲゴケ

アカミゴケ

ー

13. Comz"sSandst

14. C.P"y7e@ (F15rlm)Fr. varzujcck"Vain｡

15． C・Pﾉ‘”｡”（Fl6rke）Schaer．
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マキバ'､ナゴケ

'､ナゴケ

ミヤマ"､ナゴケ

コナカワラゴケ

ヤマトカワホリゴケ

コフキヤマヒコノリ

モジゴヶ

クロイポゴケ

チャシブゴケ

モエギイポゴケ

カラフトカブトゴケ

センシゴヶ

コナウチキウメノキゴケ

キウメノキゴケ

マッゲゴケ

ナメラカラクサゴケ

ヒメウメノキゴケ

オリーブゴケ

カラクサゴケ

ニセウチキウメノキゴケ

コフキツメゴケ

16. C.pOZyccrpojd"Nyl.

17L C.γα"j/eγZ'”（L､）Web・ var． je7･加9

18. C."e〃αγZs' (Opiz)Pouzar&Vgzda

19. CoccocαγP‘αcro"Z@(Tuck.)Vain.

20. Co"e泥ajqPo凡jc弘呪(M611.Arg.)Hue

21. E"e7･"α加函0呪0やﾙaNyl.

22. Gγαが",“γ‘〆a(L.)Ach.

". Leccnoγα“γa(Huds.)Ach.

24. L. '"M"､cc(L.)Ach.

25． L， yaJ,"dgeREs.

". Lo"T･jzsQc4"2"#J,Asah.

27L "e'zegczz"fe7e"7@tc(Hoffm.)Mass.

28. Pαγme〃α、↓γt4je”αTuck.

". P. c@peγα"(L.)Ach.

30. P．“α"秘〃たγαR息s、

31． P./e7""sMull.Arg.

32. P． ′α"ZO7.Nyl .

33. P. 0〃ひαcec(L.)Ach.

34． P・ s9必αγγoscHale.

35. P. 3""u"信"Je71tcNyl.

36. P""9eγαPγ腿Zno"(Gyeln.)Inum.

3Z Pe7･"Jαγ‘α那"J"浮祁c"(Turn.)Nyl.

38. Pbys，“αんZT"osaKremp.

39. P． γ"67･o"Jcんγa(Degel.)Moberg.

40. P． ，#c〃αγ"(L.)Nyl.

41．鯉加α〃'"""cc7･"(L､)R6hl. var.

42. R、 szL6"e"c"""@Nyl.

43. R， γoelZ@7･#(Imchst.)Nyl.

44． 〃”‘α“ガケ"ccf@Vain.

45. 〃.“"”“扉aAch･ ssp. sc7zs"""A

je7．m"

､

〃． 4o"zgsc扉aAch･ ssp. sc7zsZ""sA

Zα凡aAhti

…

カラタチゴケ

ッヅレカラタチゴケモドキ

ササクレカラタチゴケ

ョコヮサルオガセ

サソレオガセ

ﾉ"o池@@Hue.

sah.
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別紙2

樹皮上地衣群落における地衣類の組成
注、方形区番号は別級1の鯛査場所を示す。
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別紙3

Checklist of lichenscollectedinTomakmnaiCity

(MarchlO, 1980)

1･ "ncptyo"αんypoZ…a(M&ll.Arg.)MasS.

2. 4.""2z@Kurok.

3. "."cγ○Pんy〃a(Kurok. )Kurok.

4． A．坪"mu〃α"(MichX.)Vain.

5． J． ＄幼csce7Ze7"Asah.

6. "7Bzjαノ叩｡”･a (Tuck.)M&ll．Arg･

7； 丑． pab7We"@M&ll.Arg.

8. Bceomyce'J""oZdes(Sw.)Ach.

9. Bo""歴叩”γαノ叩o"@@Zahlbr.

10． Ca‘o〆αcαα”α冗躍αc@(Lightf.)Th・Fr.

11. C"γαγjaaJaん”"Sato

12. Ceff･e〃α〃αtmsdcnc(M&ll.Arg.)Culb．&Culb.

13. C・ノ甲｡"tcc(Zahlbr.)Culb.&Culb.

14． CZadO7EZ@αγ6"cm4"(wallr.)Rabenh.

15. C．""〃αγ#J, (Del.)Nyl.

16. C. ムγe""(Sandst.)Sandst.

1弧 C､“〃@mz#"Del. exNyl.

18. C・ co""fec(Del.)Asah.

19° C・ com“a（L､)Schaer.

釦． C、 。γ””“（Ach.)Flot.

21. C・蝉""""(Asah.)Asah.

空． c.jZoerke@"(Fr.)Somm.

空． C.〆αc""(L､)Willd、 var・血'""@(Hoffm.)

24. C･〃γα祁"""Vain.

25. C･〆ayzMerr・ exSandst.

26. C･ tcnel"$"ZOxn．

”C・ ＆γempe』ん"e"Vain.

"･ C･me7.oc"07.op"ecAsah.

四・ C・加ZZzsSandst.

ウラジロゲジゲジゴケ

トゲヒメゲジゲジゴケ

チヂレウラジロゲジケジゴケ

ヒメゲジケジゴケ

コフキケジケジゴケ

サボテンアンチゴケ

アンチゴケ

センニンゴケ

オオコケポシゴヶ

ダイダィゴヶ

ァヮピゴヶ

トケトコブシゴケ

チヂレトコトブシゴケ

ワラ"､ナゴケ

コナアカミゴケ

ヒメミ”､ナゴケ

ヒメヤグラゴヶ

ヒメジョウゴゴケ

コフキツノハナゴケ

ショクダイゴケ

ニセヤグラゴヶ

コアカミゴケ

ウグイスゴヶ

ッブラッパゴヶ

グレイジョゥゴゴヶ

ホソポリイゴケ

Vain.

ヤグラゴケ

メロジョウゴゴケ

ワラハナゴケモドキ
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30.℃・ 凡‘況嘩yna(Ach.)Nyl.

31. C.P"yrec(F18rke)Fr. var・ ZwaCkiiVain.

32. C,．P"e"'･o"(Fl8rke)Schaer.

". C.pojyccrpoidesNyl･

劃． C・pseudoんり加dogns"Asah、

35. C'."zZdot@(L.)Fr.

記． C、 γα噂#たγ"@(L.)Web． va. berringianaAhti

3Z C・ scaj元“c“a（Del・ exD血y）Leightf、

38. C･"e"αγ"(Opiz)P｡uzar&V8zda

39． C･ ＄"COniSte@Asah.

40. Coccoc@7Pjccro"@(TuCk.)Vain.

41． Co"e呪α“加P"7zc"mHue.

42. C.ノ甲｡"c"''z (M&ll．Arg.)Hue

43. C・ JYLb〃αcc越払mDegel･

“． E"eγ”α醜esomorp"Nyl･

45. Gmpん"Je〆･CaやαF&e

46. G．元&秘ze""s(Vain.)Nak.

47B G･"c7.j〆＠(L､)Ach.

48. Leca沁｡Tn"γa(Huds.)Ach.

49． L、 ，u4/ibscc(L､)Ach.

50. L、ycSud"R&s.

51． LePtogi'4wa@zIJ7･e"''z(Sw.)Mont.

52. L・ cy"e"e7@s(Ach.)K8rb.

53. L・加e極加"ZMont． f、f"zg”…mM&ll．Arg･

54． Lo“γj@discoj･γ(Bory)Hus

55. L.んscofomentoscYoshim.

56． L，ノaPonCcn(Zahlbr.)Asah.

5Z L、 orie"""(Asah.)Yoshim.

58． L. 9"""z@f@sMichx･

59． L、 sc"""""sAgah、

60． L."6e7℃""@Yohsim、

61. Lo秤αjit'"/ew｡zL""ei'''zM&ll.Arg.

ホソド"､ナゴケモドキ

アツバジョゥゴゴヶ

"､ナゴケ

ササクレマタゴケ

ミヤマ"､ナゴケ

ヒメジョウゴゴケモドキ

コナカワラゴケ

カヮホリゴケ

ヤマトカワホリゴケ

コフキヤマヒコノリ

ミチノクモジゴケ

クロイボゴケ

チャシブゴケ

モェギイポゴケ

アオキノリ

チヂレアオキノリ

アオカワキノリ

ェピラゴケ

ウラグロエビラゴケ

ツヤナシエビラゴケ

ナメラカブトゴケ

カラフトエビラゴケ

カラフトカブトゴケ

ッブカブトゴケ

サピイポゴケ
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フクレセンシゴケ

センシゴケ

ヶゥラミゴヶ

ミヤマクグラ

テッイロハナピラゴケ

ハナピラゴケの一種

コナウチキウメノキゴケ

キウメノキゴケ

マッゲゴヶ

62. "…'αzzzα“唾ん”αe(Yas.)Sant.

63. ". tere6r@"(Hoffm.)Mass.

64． 〃e〆γo"zαγ"upjnC""z(L.)Ach.

65. 0ropo9o冗@""jcILsAsah.

66. Pcmlαγjα‘必γjd@(Mont.)Ny1.

67. P@7Mαγjqsp･

68． Pαγ呪e〃αα14池Ze7@f@Tuck.

". P・ c"eγα"(L.)Ach.

70. P. c'"""feγαR&s.

71. P．/eγ錘〃sMill・A"･

72. P. 9uj""Ach.

73． P．"e"⑥γNy1.

74． P･加eZAsah、

75. P. 0〃"ace@(L.)Ach.

76. P･peγ‘α"(ll'ds.)Ach.

7Z P。 γe"GM""Tay1．

78. P・ s9必αγγoscHale

79. P･"必α秘γ泌此祁"Ny1･

80. P""yeγαdege"ZGyeln･

81. P.PojydqctyZ@(Neck.)Hoffm.

82. P.Pγ”,zosc(Gyeln.)Inum.

83. Pef･"sa冠α“〆nclkpp

84・ P. 〃z"'"""cf@(Turn.)Ny1.

85. P． s"ん〃e7WVain.

86. P4ysc"de""γα"H, e

8Z P、 A#TZtjoscKremp･

88． P． Z呪jf･jc@"Vain.

89． P･加""zcんγαHue

90・ P． γu67･opjjcんγ･@(Degel.)Moberg

91. P．"e〃αγ"(L.)Ny1.

92. Phys""""roka"zeKaShiw.

93． P. jo""/eγαKash.

ナメラカラクサゴケ

チョロギウメノキゴケ

ヒモウメノキゴケ

オリーブゴケモドキ

オリーブゴケ

ヤママッゲゴヶ

ォォマッケゴヶ

カラクサゴケ

ニセウチキウメノキゴケ

ウスッメゴケ

モミジツメゴケ

コフキツメゴケ

オォヵノコゴヶ

ケ

ケ
ゴ

ゴ
シ
プ

デ
カ
カ
ム
ム
バ
ゲ
ラ
ラ
ワ
シ
力
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94. Psetldo"P"e〃αricc7･occ#@(L･)Vain.

95. Ra配α〃"αcα〃。αだ'(Lb)R8hl・ var．Jゆ｡…αHue
●

96. R、 J,"j9e"c"""@Nyl.

9Z R. 7･oes,"e7･j (Hochst.)Nyl.

98. St"eoc""on, p@s,c"je (L､)Hoffm.

99. S． 〃”秘"maumPers.

1". Stereoc皿j07@Sp･

101. S""@7Dy"71deT･j@7@cZahlbr.

102. S.⑩γf"""Tuck.

103．いnecdjかγ@@"Vain.

104． 〃． "on""""Ach. subsp． se78W"""Asah.

105. ".PGTDgjα”αStirt・ Bubsp・ん｡ndo""s(Asah.)Asah.

ニセキンプチゴケ

カラタチゴケ

ツヅレカラタチゴケモドキ

ササクレカラタチゴケ

ムクムクキゴケモドキ

ハイイロキゴケ

キゴケ属の一種

テリハヨロイゴケ

アツバヨロイゴケ

ヨコワー駒ﾚオガセ

サソレォガセ

ホンドサルオガセ
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§2． 苫小牧地域の薄類

I蘇類調査の観測定点とチェックリスト

苫小牧地域の藤類フローラは、すでに報告雷I (1976)、 Ⅱ(1977)にまとめられ、一応の

結果を得た｡'本調査は今後、何らかの形で継続することをたてまえとし、フローラなどの基礎資料

作りに専念したが、たんに種の分布域を広げるばかりではなく、観測定点（図I )、調査地点（図

2）ごとのチェックリストを作ることも考慮した。

苫小牧地域をとりまく地理的、地形的環境はかなり雑多なものであり、それに応じて植物の種類

も決して少なくはな↓℃ただ生育基質としての火山灰の畜積は大なり小なり、蘇苔類などの地表植

物に影響があり、湿性のより腐植した土壌を好む蘇類は予想以上に少なく、反対に土質や、海岸か

らの風送塩、または道路や宅地の増設に伴ってむしろ好塩基性藤類が多くなっている。また、原因

は定かではないが苫小牧地域に散在する湿原は数10年のオーダーで確かに後退し、湿性鮮類が消

滅していることも予想される。一方、市街地に目を向けると街路樹の植え込象やかきねに類したも

のは決して多くない。樽前神社や王子製紙工場の敷地内に見られる植生を除くと、いわゆる植生砂

漠を呈しているところもある。

このような雑多な環境にあって、藤苔類の場合、どの植生帯に観測定点や調査地点を設けるのが

妥当かを見極めることは本調査の目的でもあった。海浜地から市街地を抜け、郊外の山野､原生林

へと調査を続けていくうちに、一般的には、どの地域にも広く見つかり、同定も比較的容易な種を

もつカシワ・ ミズナラの植生帯に定点を設けることが妥当という結果を得掴ただし、蘇類の場合、

樹木調査と異って、 目立たない湿原、沼沢地、砂丘、河川域などの環境診断も見のがせないので、

それらの地域にも定点を設ける必要があろう。

報告書Ⅱで指摘したように、市街地に優占した4種、ギンゴケ、ムラサキヤネゴケ、シメリヒョ

ウタンゴケ、ツチノウエノコゴケは苫小牧地域の環境を考える上でいくつかの意味を持っている。

つまり、この4極まいかに環境汚染が進んだ場所でも充分に生育でき、むしろそのような環境を好む

傾向にある。逆にいうと、この4種のいずれかが生育している環境は、その地が持つ自然環境から

ほど遠い、あまり好しくない状態にあるといえる。

藤類の種の分布からある程度の環境の移りかわりを推察するには、この4種以外の蘇類の増加や

減少を認めることである。たとえば市街地の一部に緑化の一環として街路樹を植え込ゑ、大気・水

質の清浄化に努めたならば、その地表に上記の4種以上の藤類が入り込朶、樹幹にも地衣・蘇類の

付着が予想される。これらの現象は「植生砂漠からの回復」といえる。

最近注目されている外国からの帰化蘇苔類も、別な意味での種の増加であり、環境の移り変わり

を考える上で無視はできない。
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逆に、原生林や林野と思われるところでも火入れや工場の噴煙や排液などの人為的要因によって

まずは藤苔類層に鋭敏に影響し、ゆくゆくは樹木があっても地表植物には上記の4種が混在し、い

わゆる「植生砂漠の拡張」のきざしが現われたと見ることができる。

このように、たんに目に見える木なの茂り具合だけでは、環境はなかなか診断しにくいことが多

いが、蘇類の出現あるいは消滅はやがては木女の後退、自然破壊へのきざしの予想を可能にしてく

れるものと考えている。この点が自然環境における蘇苔類の生物指標としての役割を強調するゆえ

んである。現時点においては、環境の移りかわりの判断を下すことはできないので、本調査によっ

て作られたチェックリストをより完壁なものにするという仕事を継続して、はじめて、 5年、 10

年あるいはそれ以上のオーダーで環境の診断・判断を下せるものと考えている。

Ⅱ苫小牧地域における蘇類相の特徴

苫小牧地域の蘇類のチェックリストは前述したように、 まだまだ充足されていない地域

も多く、今後、継続してより完壁を期さなくてはならない。しかしながら、現時点において、苫小

牧地域は北海道の中では、どの程度の蘇類相を持っているのかを、ある程度位置づけをするのも意

味がないことでもなさそうである。そのために、 日高山脈を越えて東部に広がる十勝海岸（大津湿

原、長節沼、大樹、尾田）との比較を試ゑた。周知のとおり、十勝の海岸は広尾、大津などの小さ

な町があるだけで広大な荒地と、牧畜の影響を受けた牧野、そして原生花園があり、苫小牧地域よ

り人為的影響は少ないことは確かである。道沿いには、ガンコウランなどの高山性の高等植物も知

られているが、藤類によってもそれは裏付けられる。十勝海岸の蘇類相はまだ断片的にしか報告さ

れていないが、大雪山の高層湿原に見つかるオオヒモゴケ、イトササバゴケやサロペツ原野、雨竜

湿原に分布するLept"ictyummizuskimaeなどが見つかっている。これらは苫小牧の湿原ではま

だ未見である。上記3種の他の蘇類は比較的両地域の湿原で類似しているが、十勝海岸の場合、苫

小牧のそれの2倍強の種数を数えているのは、たんに調査方法の違いだけの問題ではなさそうであ

る。既に、報告番Iで述べたように、ボーリングなどの方法により、苫小牧地域の湿原もかっては

高層湿原であったという事実も知られ、 ミズゴケ類はむしろ高層湿原性のものが多い。

十勝海岸の湿原より山野へ入ると大樹・尾田地域のカシワ、 ミズナラ、 ドロノキ、ヤチダモなど

が優占する植生帯になる。それらはちょうど苫小牧の静川、相原や千歳と似た景観を持ち、主に着

生蘇類が豊富で、その種組成は両地域ともよく似る。一方、苫小牧地域の支笏湖・樽前山をとりま

く原生林での種組成は、十勝の方では日高山脈の山すそまでいかなければ比較にならないが、むし

ろ苫小牧の方にエピゴケ、ハリスギゴケ、キセルゴケなどが出現する点でより高山性を帯びている。

このように、日高山脈を狭んだ、東西両地域の海岸地の蘇類相の特徴を概説したが、さらに他の

地域との比較が必要であることは云うまでもない。北海道の海岸沿いは、概して手のつけられない
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湿地や荒野でせいぜい牧場になるくらいと思われるが、開発のいかんによっては工業地の誘地候補

にもなりかねない。そのためにも今日から、藤類相などのチェックリストを作製し、定点観測を実

施することによって、貴重な海岸湿原や原生林などの保護の観点から、常に環境の診断を続けなく

てはならない。

苫小牧地域環境予測調査のプロジェクトは他に先がけて、基礎資料を収集し、観測定点の設置、

さらに観測の定常的実施がなされている。今後とも、計画的対策をうち立て、息の長い調査を続け、

他の都市の環境監視への啓発になることも期待したい。

Ⅲ醇類チェックリストのための調査マニュアル（図3）

今後、幾人かの調査員によりある程度、専門家から離れてチェックリストを充実させていくため

に、調査マニュアルを作成する必要がある。この目的のために、過去2年間に採集された藤類のサ

ンプルに基づいて観測定点および調査地点の蘇類の標徴種ともいえる30種を選び、それらのカラ

ー写真を添え、種の特徴、生育環境、分布などを記載した野外観察用調査マニュアルを提案したい。

これらの写真と記載はすべて苫小牧産に基づき、約8～15倍のルーペでのぞいた程の特徴がでて

いる。詳しくは原色日本藤苔類図鑑（保育社）を参照にするとよりわかりやすい。

Ⅳ苫小牧地域の蘇類相のリスト（表1）

報告雷I 、 Iのリストに、さらに未同定で保管してあったものを加え、現時点での鮮類相（フロ

ーラ）のリストを作成した。
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表1． 藤 類 目 録 （チェックリスト）

1． AmblystegiumjuratzkanlunSchimp. M

2. Anomodonminor(Hedw)Lindb・ subsp・ inte"rrimus(mitt)Iwats.

ギポウシゴケモドキ B,D,E,J,Z

3. A・ rugeli i (C､M&ll.)Keisel． エゾイトゴケ B,E,J,M

ナミガタタチゴケ4. Atrichumundulatlmn(Hedw.)P・Beauv． B,C,E,M,X,R

iformisHedw. "-=" I,J5． Bartr釦niapamiformisHedw。 1，J･X

6. Boulayamittenii (Broth.)Card･ チヤポスズゴケ B,D,N

7. Brachyteciumglareoeum(Brid･)B､S.G ツブテゴケ F

8. B・ kuroishiclmnBesch． クロイシヒツジゴケ C,D,E,X

9. B・ plumoslmn(Hedw･)B･S･G ハネヒツジゴケ D,E,F,H,J,N,T,U,V,WIX

10. B･m"lelmn(Hedw･)B.S･G アオギヌゴケ DDEFF,I,M,N

11. B. rivulare(Bruch)B.S・G タニゴケ D
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§3苫小牧地域の土壌動物

I はじめに

トビムシ類の生息状況は、植生その他の環境因子の変化に伴って違いを示すことは古くから知ら

れていたが、近年そのトビムシ集団の性質を利用して、都市化による環境改変の程度をみるための

指標生物としての応用が検討されるようになってきた。ダニ類、穏気門類（ササラダニ類）ではす

でに指標生物として利用するための基礎資料が揃いつつあるが、 トビムシ類はまだ実用の段階に至

っていない。しかし、 トビムシ類はササラダニ類と違った生活様式をもっているので、 トビムシ類

についての基礎資料をととのえることは指標としての精度を増すことになると思われる。

今回は、苫小牧市市街地及び郊外より、環境構造の異なるステーションを選び、それぞれのトビ

ムシ類種類構成と出現相対頻度を調べた。

Ⅱ調査概要

1）採集地点

51， 52年度に蘇類フロラの調査がなされたA～Zの26地点中から13地点を選びだし、

52年度の採集地点とし、 53年度は④へ⑭の11地点を採集地点とした。前年度は、市街地､湿

原、草原、人工林、二次林という自然度の高い場所から低い場所までの多様な環境をカバーするよ

う配慮・選択したが（図2，表1 ）、 53年度には、さらに加えて海浜から内陸へという環境の勾

配を考慮に入れた（図3、表1 )｡

2）採集日

昭和52年10月19日、 53年11月13日

3）採集方法

④、採 土

①地表植生と朽葉の層をとりのぞく。

②採土用定量容器（たて5”、よこ5師、深さ8”）を土中に打ちこむ。この際、容器の底

が地表面と一致するように注意する。

③堀り起して容器外の土を除いてから、採取した土壌をビニール袋に移し、冷暗状態に保管

して持ち帰る。

④各ステーションにおいて、 lm以上離れた2点から試料土をとり、合一して1試料とする。

（サンプリング誤差を減らすための作業）

③、抽 出

①上述の方法で採取した土から土壌動物を分離するにはトゥルグレン装置（図l)を使用し

た。
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②電球と土壌の間の距離を20”保ち、 48時間加熱した。

③抽出された土壌動物は70％エチルアルコール中に保存し、後日プレパラート化して顕微

鏡化で固定した。

④抽出作業は、すべて採集した当日に行なった。また、 トゥルグレン装置は、 （社）北海道

自然保護協会で製作したものを使用した。

Ⅲ結果と考察

表1に示すステーションから得られたトビムシ類は全部で31種、その内容は系統順に従って表

2に示した。 53年度は表3に示すように24種であったo 52年度の31種のうち、北海道未記

録種は3， 5， 7， 8， 13， 15， 21， 23， 25、 30， 31の11種であり、そのうち

の23のDeSoriasp、 1は繩§と思われるものである。 53年度の24種は、 51年度の20種よ

り多いのに、 52年度より少なかった。これは、全くトビムシの得られなかったステーションが2

カ所もあったことが原因だと思われる。しかし、この3年間で得たものは、種名まで固定されたも

の（表4）を加えると、全部で少なくとも42種を記録したことになる。

各種の相対頻度を4段階表示したものが表5，表6である。種番号(S"ciesN(,)は表2，3に示

したものと対応し、ステーション記号(StationC～U、④~⑭）は表1と対応する。出現種類数

(NOof species)はC，M、 Pのステーションで多かった。これは、表1に示されたように森林

内の比較的自然の状態が保たれているところであり、逆にQの宅地用裸地では極端に種類数が少く

なり、植被がはぎとられると有機層がなくなり、生存できるトビムシ種が限られてしまうことが示

されている。

53年度の結果では、図5によるとおり、広汎な蹴覚下で優占するのはO･ longisensillatus

nutak("9)、 F. ocutoculata("16)であった｡

また、全体的に広く出現する種としては、 9のTullbergiakrausbaueri と12のOnychiurus

longisensillatUsnutakと19のFolsomiaOctoculataであった。興味ある点は、 18のFol-

somiahidakanaとその逓縁種である19のFolsomiaoctoculataが「すみわけ」をしている傾

向が翠られることである。また、 F・ ocutoculataとF・ hidakanaについては、 53年度のデータ

ーでも「す桑わけ」の傾向が承られた。F・ ocutoculata (ﾉ厳16 )の個体数の多いステーション

（④､。､⑥）ではF･ hidakana(,芯15)はゑられず、逆にF･ hidakanaの個体数の多いステー

ション(③､⑪､①）ではF."utoculataは少ない。表1に示されているように、F・ ocutocIF

lataの多い④､。､⑥はいずれも林床ではないのに対し、 F･ hidakanaの多↓②､⑨､①はいず

れもミズナラ林であることが分るoF・ ocutoculataについては必ずしも両年度の結果が一致しな

いが、F・ hidakanaについてはほぼ完全に一致している。即ち、前年度F･ hidakamの多くえられ
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た4ステーションは例外なく ミズナラまたはカシワ林であった。従って本種は比較的限られた環境、

カシワ、 ミズナラ林の林床に適応した種である可能性が強い。

次に各ステーションについて出現種数を比較して承ると、⑩⑲>⑥>⑧初>①屯>◎>⑧

〉⑪=畑の順になる（図4）。種数の多↓④､⑧は､④は湿原で､③は森林という差があるものの、

両ステーションとも人為の干渉の度合が他のステーションと比して小さいということは注目すべき

であろう。一方､一種のトビムシも得られなかつ犬｡､⑦中､⑪は海岸の極めて痩せた砂地であり、

⑦は最近貼りつけて間もないと見られる小公園の芝生である。⑪はともかく、⑨は人為干渉の極め

て大きいステーションといえる｡⑥~⑧までの系列を承ると、やはり人為干渉の極めて大きいステ

ーションといえる｡⑥~⑧までの系列を承ると、やはり人為干渉の度合の小さいとゑられるステー

ションの方が一般的に言って多くの種をもつ傾向が伺える｡◎は市街地に近い雑草地である。一度

は強く人為干渉を受けたことは疑いないが、ここ数年は人手が加えられていないと思われる。この

ことは、一度裸地化した市街地をどのような条件下で、どの程度の時間保持すれば、以前のレベル

まで種数の回復するのかという問題に対する手がかりを提供している。雑草原のまま放置すること

は勿論望ましい姿とは言えないが、同時に、単に芝を貼りつけて「緑化」しただけでは自然度が回

復したことにはならない。

海岸よりから内陸への環境の傾きと関連した種数、種構成の変化は、めだった傾向がゑられなか

った。しかし、ステーション⑪からトビムシがゑいだされなかったことは、塩分などの海浜特有の

気象条件の影響によるのかもしれない。 （図4， 5参照）

Ⅳあとがき

3年間の調査を経て、苫小牧市のトビムシのファウナは次第に明らかになってきた。いわば調査

は質的段階をほぼ終わり、量的段階へと入っていく時機にきているようである。そのためには今後、

従来にも増して多数のサンプルをとらなくてはならないし、それを処理する人手もまた入用となろ

う。
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表－1 サンプルを得たステーションの概況

（ 52年度）

C: ミズナラ．カシワ林

M: ミズナラ・カシワ林（やや疎開、林床：ササ）

N:やや湿ったカシワ林

Oa:やせたカシヮ林

Ob:α林のふち（火山灰が露出した半裸地）

P:カラマツ林（林床の腐植層が厚い）

Q:宅地用整地（裸地、わずかに芝を伴う）

Z :ハンノキ等からなる疎開した河畔林

Y:道路端の雑草草地

W:やせた草原（湿地の近くの火山灰からなる砂れき原）

B: トドマツ．カラマツ造林地

G:市街地道路端の雑草原

S :ススキ原

U:ススキ．ヨシ半湿原

（ 53年度）

④ウトナイ湖北岸．水辺から数メートルの湿地・イワノガリヤスの草原

⑧ウトナイ湖西岸．国道から約20メートルほど入った地点・ハンノキの疎林

◎沼ノ端の墓地跡・地衣類の密生する半裸地

⑥海浜．勇払防潮保安林横・ハマニンニク疎生

⑨演習林入口・ ミズナラ林

⑨南三号公園内芝生

⑥若草小学校横緑地・ヨモギ．セイタカアワダチソウの繁茂する半藪状の雑草地

⑨ぼうず山（王子製紙裏） ・ ミズナラ林

①緑ケ丘公園内芝生・サクラ疎林

①四浬。痩せたミズナラ

⑭丸山・ヤチダモ林
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表－2 出現トビムシ種リス ト

1． HypogastrurawrayisUchidaetTamura, 1968

2. Hypogastruracomnunis(Folsqn, 1897)

3. Hypogastrurasp、 1

4. Friesea japonicaYbsii,1954

5. Wi llemiasp. 1

6． Odontellasp. 1

7L Anurida trioCulataKinoshita, 1916

8． NeanurafrigidaYosiil969

9． TullbergiakrausbaueriB8rner, 1901

10． Onychiurusschoetti (Lie-Pettersen, 1896)

11. Onychiurussibiricus(Tullberg, 1876)

12． OnychiuruslongisensillatusnutakYosii, 1972

13. OnychiurusokafugiiYosiil967

14. Onychiurusconjungens f・ ezoensisUchidaetTamura, 1968

15. Folsomidessp、 1

16． Folsomia inoculataStach, 1947

1Z Folsmniadiplophthalma(A"lson, 1902)

18. FoIsqniahidakanaUchidaetTamura, 1968 、

19． FolsomiaocloculataHandSchin9 1925

20. Isotomiellaminor(Sch3ffer, 1900)

21． Proisotqnasp、 1

22. PteronychellaspatiosaUchidaetTamura; 1968

23. Desoriasp、 1
、

24． IsotqnacarpenteriB8rner, 1909

25． IsotomasP、 1

26． TmnocerusvariusFolsqn, 1899

2Z TomoceruskinoshitaiYosii, 1954

28． Entomobryasp. 1

29． MegalothoraxminhnusWillem, 1900

30. Arrhopalites sp･ 1

31． DiCyrtdnaSp. 1
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表－3 出現トビムシ種リストI ( 53年度）

sp･妬 sp・ name

1． Hypogastrurasp. 1

2. Xenyl lasp. 1

3. FrieseajaponicaYoSii l954

4． Frieseasp･ 1

5. Frieseasp、 2

6． Frieseasp、 3

Z Odontellasp， 1

8. OdontellaSp. 2

9. OnychiuruslongisensillatusnutakYosiil972

10. OnyChiurUSSp. 1

11． Onychiurusconjungens f,ezoensisUchidaetTamura

12． Onychiurussibiricus(Tullberg) 1876

13． OnychiurusokafugiiYoSii. 1967

14. Onychiurussp、 2

15． Folsqnia hidakanaUchidaetTamural968

16・ FolsOmiaoCutoCulataHandsChinl925

1Z Folsqnia inoculataStachl947

18. Anurophorussp、 1

19. Desoriasp、 1

釦． Desoriasp、 2

a. Pteronychellasp、 1

22． Granistomasp、 1

23. Tomocerusjesonicus

24. Tomocerussp.1

－109－



表－4 出現トビムシ種リストⅡ（52 ． 53年度既固定分）

sp・妬

25. HypogastrurawrayisUchidaetTamura. 1968

26. HypOgastruracqmnunis (Folsom) 1897

2Z Anurida trioculatakinoshita. 1916

28. NeanurafrigidaYoSi i l969

29. Onychiurusshoetti (Lie-Pettersen) 1896

30． Onychiurus tottabetsuensisYosi i、 1972

31. Onychiurus japonicusYosi i、 1967

32. OnychiurusoctopuIEtatus(Tullberg) 1876

33. TullbergiakrausbaueriB8rner. 1901

34. Folsqniadiplophthalma(Axelson) 1902

35. IsotQniellaminor (Sch:ffer)1900

36. Desoria trispinata(Macgillivray) 1896

37. PteroIWchellaspatiosaUchidaetTamura、 1968

38. Isotqnacar"nteriB8rner、 19"

39. TmnocerusvariusFolsom. 1899

40． TomoceruskinoshitaiYosii.1954

41. AphaenqnurusinterpositusYosii.1954

42． MegalothoraxminimusWillem、 1900
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表－5 各ステーションにおけるトビムシ種出現頻度（1977年10月19日）
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C M N 蝿 Ob P Q Z Y W B G
S U
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１
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十
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ー

ー

一
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十十十

ー

一
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十十
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十十＋
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＋
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一

十

＋
＋

＋

十
十
十
一
十

十

十
十

十

＋
十
十
十

十十

＋

＋＋

十

＋

汁
一
十

一
十

十

＋＋＋

■

■

＋
十

＋
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一
十
十
十
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一
一
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一
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表－6 各ステーションにおけるトビムシ種出現頻度

2個体
10

50

一
一
一
一
１
１

１
３
１
５

●

＋ ：

＋＋ ：

＋＋＋：
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A B C ， E F G H I 』 K

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

＋
＋
＋
拝
十

十

十
十
十

＋＋＋

一
一

一
一

＋

＋＋

＋＋

ー

＋＋

＋＋

ー

＋＋

＋
一
一
十

＋

十
一
十
一
〃
・
拝
十
一
一

－

■■■■

＋＋

ー

＋＋

＋

一
十
一
十

ー

＋＋

十

＋＋

＋

＋

＋
＋

sp･Total 9 2 3 0 9 0 8 6 4 6 4



図1 トゥルグレン装置図
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図4採集地点別のトビムシ種類数（53年）
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図5 トビムシ分布図（53年）
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昭和53年度調査に出現したトビムシ種
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1 . Hypogas!rura sp. 1 ( sp.〃嵐1 )
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2． Xcnyl la sp. 1 ( sp."2 )
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5. Onycllllll･us long!sensi l latusnlltakYOsi i (sI/′瓶9 )

6. Onyclliurus conjungens f. ezOensisUchidael

Tamu,･:! ( sp. ﾉ版11 )
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12. Pteronychella sp.1 ( sp."21 )
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13. Granisotoma sp.1 (sp."22)
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14. Tomocerus jezonicus ( sp."E23 )
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15. Tomocerus sp. 1 ( sp."24 )
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